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とともに登録をさらに勧めていくことが効果的であると

考える。 

 行政と地元の薬剤師会が協働で禁煙支援事業を提供す

ることは、地域住民にとって有用である。さらに協働体

制を強化していくことが必要である。今後の事業計画で

あるが、2年目の今年は、禁煙成功率のさらなる向上を目

指し薬局との情報共有の書式を見直し実施している。ま

た、特定保健指導対象者の喫煙者に案内を郵送し啓発し

ている。3年目は、特定健康診査を受診した喫煙者全員に

案内を郵送するなど、啓発の工夫に重点をおき、地域の

薬局が禁煙支援の拠点として継続した活動に取組めるよ

うにしていく予定である。 

 

【結 語】 

１．練馬区薬剤師会と練馬区が協働し、区民を対象に禁

煙支援薬局事業を行った。 

２．禁煙希望者先着106名に禁煙開始後2週間分の禁煙補

助剤の助成を行い、禁煙補助剤は、禁煙支援薬局におい

て薬剤師が服薬指導を行った。利用者には、禁煙マラソ

ンの利用を勧奨した。 

３．禁煙補助剤の使用終了直後の完全禁煙は42.5％、禁

煙補助剤使用終了から6か月後の完全禁煙は34.9％であっ

た。 

４．禁煙補助剤の費用助成に加え、地域の薬局薬剤師に

よるきめ細やかな支援、禁煙マラソンの提供等が相まっ

て、高い禁煙継続につながったと考えられた。 




